
令和5年度 高専高度化推進経費（学校改善事業・経営改善） （テーマ（a）教育における業務の効率化の取組）

成績評価資料の電子化によるポートフォリオ教育への転換 徳山工業高等専門学校

成績の大規模漏洩を防ぐ体制がDX化の足枷であり，成績評価資料を紙資料として蓄積している。その結果，省
力化・データ活用による教育の高度化が停滞している。安全な学生データの共有化，それを行っても教職員業
務の負担増とならない取組が肝要となる。DX化で教育の質保証を現代的なスタイルに推進する必要がある。

現 状

●実施概要 

本校のDX化は，コロナ以降，順調に進めている。しかし，標題の成績評価資料は，電子化を行う各教職員の力
量とセキュリティリスクのバランスから，全く進んでいない。機器整備によって業務の定型化を行い，成績評
価資料の電子化を安全に推進し，来期以降の学生データの共有化・共有の省力化を実現する。

目 的

●取組内容と実施体制の説明

最も進んだ形態[5年後の自走形態]を「学生成果(電子)」→「教員収集(電子)」→「保管資料(電子)」と想定。
学生の学習成果を電子的なポートフォリオにしていく方策を進めて行く必要があり，アウトカム指標を設定。
アウトカムの前提は，電子化の意識・態度の確立であり，資料全体の電子化をアウトプット指標と設定。

目的に対する
成果指標の
考え方

得られた成果
指標

（アウトカム指標）

完全電子化に適したポートフォリオテンプレートの提言8パターン
(各学科・一般科目から2件[座学系，実習系]以上を想定)

取組の成果目
標

（アウトプット）

資料を完全電子化した[手元に紙資料で残さない]科目57科目
(2月末時点で常勤教員57名で各1科目程度の数量を想定し，3月にフォローアップで科目数の上積みを行う)

成果物A
成果物B
成果物C

現状

学習成果物

冊子体
（紙）

教員が
取りまとめ
（労力多大）
（検索性無し）

本取組
成果物A
成果物B
成果物C

従前どおり，教員が取りまとめ
（一時的に，労力が更に増大）

電子ファイル電子化のための機器
（本経費で調達）
※故障後は各教員等で調達

電子ファイル

教員は，ファイルだけを
取りまとめ（労力減少）各学生が取りまとめ

（ポートフォリオ作成）

/*電子化を起点として，早期に下記の体制に
移行するように促す*/

(学生の将来像と本事業の関係)

本事業を起点として
電子的な学習記録の
残し方の体得を促す
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